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目的  
子どもの姿勢のおかしさが指摘されて久しいが、有効な対策がとられているとは言い難い。 
先行研究から「背すじをのばす」「胸をはる」は有効な声かけとは言えず、「腰を立てる」こ
とが有効であると考えられた。また、「発育発達過程に沿った運動遊び」と「静的な姿勢教育」
は良い姿勢を支える両輪の働きをすると考えられる。そこで本研究では、幼児が良い姿勢を身
につけるために必要な支援、環境整備を試行・検証する。2016 年度は附属こども園の年長児 (５
歳児 )を対象に有効と考えられる声かけ（立腰）、運動遊び（発育発達過程に沿った運動）、環
境構成（椅子の改善）を実施し、その有効性を検証する。  
方法  
（１）附属こども園年長児の食事時・ミーティング時の座位姿勢を観察・撮影し、姿勢評
価を行う。年長クラス担任保育教諭と生活の中での働きかけ(声かけ、姿勢確認 )の方法を
共有し、統一した有効な方法で行う体制をつくる。ミーティング時に着席する椅子は背も
たれのない椅子を導入する。  
（２）発育発達過程に沿った運動実践を継続し、2017 年 2 月に年長児の健康調査・体力測
定を実施する。 
結果  
（１）2016 年 7 月、11～12 月、2017 年 2 月に姿勢の観察及び撮影を行った。その状況に
基づき、主任保育教諭及び担任保育教諭と観察結果を確認し合い、声かけ（「腰を立てましょ
う」）や意識づけ（腰椎を立たせるよう触れる）などの働きかけをを共有した。  
 毎日のミーティング（椅子座位で実施）の開始時に、担任は「腰を立てましょう」と声
をかけ、良い姿勢（立腰）を促した。また、背もたれのない椅子を使用し、背もたれに寄
りかかることができないようにした。その結果、意識すれば腰を立て、良い姿勢が保てる
ことが多くなった。  
（２）年長児の健康調査・体力測定  
 これまで 3 年間の結果の分析から「発育発達過程に沿った運動」実践を改善・継続し、
2017 年 2 月に年長児の健康調査・体力測定を実施した。個々人の結果に基づき、健康習慣
や体力づくりに役立てられる「すこやかキッズカード」を保護者に返却した。今後、さら
に詳細な分析を行い、日々の運動遊びをさらに工夫にしていく。  
課題  
 姿勢は身体的な要素（体調等）や精神的な要素（集中力、興味・関心等）によっても変
化するため、どのように姿勢評価をしていくのか課題が残った。声かけをすれば良い姿勢
をとれる幼児が増えたが、声かけをしていない時にも良い姿勢をとれるようになったかま
では検証できなかった。今後、姿勢評価の方法の再検討、立腰教育実施園の視察をしてい
きたい。  
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